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·͕͖͑＝世界の温室効果ガス（以下，GHGという）削
減の取り組みが加速する中，日本でも2050年度のカー
ボンニュートラル（以下，CNという）が宣言された。
産業の中でもGHG排出量の多い鉄鋼業を営む当社は，
重要課題の一つとして「グリーン社会への貢献」を設定
し，2050年の製鉄プロセスのCN化達成を目標に取組み
を進めている。
　鉄づくりは，石や砂の形状をした「鉄鉱石」に含まれ
る酸化鉄からる²を取り く（
ｉ，パでための溜量として，一 には が いＲれ
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力を続けている。具体的には，高炉操業で培った炉内通
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空隙の三次元的な構造はわからない。そのため，非破壊
で三次元的に塊の構造を評価できる，X線CTによる解
析を行っている。その一例として，焼結鉱やコークスな
どを，亀裂を境界とした領域に分割する処理を行ったも
のをਤ �
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成による実験の還元曲線変化と反応速度解析による計算
との比較をਤ �に示す。解析モデルや反応式などの詳
細は省くが，2 章 1 節で述べた原料評価技術も活用し，
反応途中で起こる現象を確認しながら，現象に応じて適
切な反応モデルやパラメータ成 ａ 入 ゔ な ぜ る 煮 テ る ぱ

ｇ ｑ-テ メ〇ヰ適
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Ή͢ͼ＝当社は，国内の一貫製鉄所で唯一，自社ペレッ
トプラントを持つのみならず，実績のあるMIDREXプ
ロセスなどの還元鉄製造プラントを市場に供給してい
る。このような背景から，原料のミクロ的な解析技術，


